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細胞内 CDCP1 シグナルを抑制することが報告され

た 24)。また，CDCP1 細胞外ドメインの切断は，癌細

胞の SFK 活性化に関与することも示された 25)。細胞

内CDCP1シグナルは，CDCP1とSFKおよびPKC
の複合体を介したシグナルであり，足場非依存性能 1)

や細胞運動能を制御することが知られている 21)。つま

り，CDCP1細胞外ドメインの切断が，細胞内CDCP1
シグナルの制御を介した癌の浸潤・転移に重要である

ことが示唆されていた。しかし，癌細胞においてどの

様な酵素が，癌細胞の機能に重要であるかは明らかに

はなっていなかった。本研究において，Matriptase 
(MT-SP1) siRNA による CDCP1 切断の抑制や

CDCP1 の切断抑制変異体を介した CDCP1 の切断抑

制により足場非依存性能が抑制されることが観察され

た（図5, 7）。よって，MT-SP1がCDCP1の切断酵素

の一つであることが示され、MT-SP1 による CDCP1
の切断が，細胞内CDCP1シグナルの制御に関与して

いる可能性が示された。 
MT-SP1によるCDCP1切断を介した，同種2量体

形成の可能性と細胞内シグナルの制御との関連につい

ては，さらなる検討が必要である。 
 
5. 結語 

本研究により，癌細胞においてMT-SP1が，CDCP1
を細胞膜上で切断する酵素であることが示された。ま

た，MT-SP1によるCDCP1細胞外ドメインの切断は，

癌細胞の足場非依存性能を制御する上で重要であるこ

とが示唆された。 
これら知見から，MT-SP1 を標的とした機能阻害や

CDCP1 切断部位をマスクする抗体などが，今後の

CDCP1 を介した癌転移の抑制に有用であると考えら

れる。 
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